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初
夏
の
候
、
消
防
団
員
の

皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過
ご

し
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
付
に

て
、
前
野
団
長
の
後
任
と
し

て
高
槻
市
消
防
団
の
団
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
消
防

団
員
は
、
市
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
守
る
役
割
を

胸
に
日
々
活
動
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
目
的
を
果
た
す

に
は
、
団
員
が
消
防
の
知
識

・
技
術
を
身
に
つ
け
、
同
じ

目
的
意
識
を
持
っ
て
活
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
団
員
が
安
全
に
活

動
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必

要
が
有
り
ま
す
。　

　

ま
た
近
年
、
火
災
だ
け
で

は
な
く
様
々
な
災
害
が
世
界

的
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
消
防
団
に
お
き
ま
し
て

も
火
災
消
火
活
動
だ
け
で
は

な
く
土
砂
災
害
、
河
川
氾
濫
、

特
に
地
震
災
害
に
対
す
る
対

応
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
年
１
月
の
能
登

半
島
地
震
で
は
多
く
の
被
災

者
の
方
が
苦
難
の
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
対

岸
の
火
事
、
他
人
事
と
は
考

え
ら
れ
ず
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
そ
の
状
況
下
で

は
消
防
に
対
す
る
市
民
の
期

待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
き
ま
す
。

　

市
民
に
信
頼
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
団
員
が
一
丸
と

な
り
、
先
輩
諸
氏
が
築
き
上

げ
ら
れ
た
消
防
精
神
を
壊
す

こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
て
浅
学
非
才
な
私

で
す
が
、
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
消
防
団

の
使
命
達
成
の
た
め
、
全
力

で
努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。　

　

最
後
に
団
員
各
位
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
て
就
任
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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団
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

令
和
６
年
３
月
３
日（
日
）、

清
水
・
樫
田
両
分
団
に
よ
る

方
面
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

傾
斜
地
で
の
集
団
行
動
と

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
消
火
訓
練
で
、
無
線
機
で

の
通
信
訓
練
も
含
め
た
総
合

演
習
で
す
。
会
場
は
大
字
出

灰
の
梅
ノ
木
原
と
い
わ
れ
る

斜
面
で
、
倒
木
処
理
の
た
め

の
作
業
道
が
残
る
６
年
前
の

台
風
被
災
地
で
す
。
植
林
さ

れ
た
木
々
が
い
ま
だ
成
長
し

て
お
ら
ず
、
見
通
し
が
き
き
、

道
幅
も
あ
る
の
で
遭
難
や
滑

落
事
故
、
野
生
動
物
と
の
遭

遇
も
心
配
な
く
、
安
心
し
て

臨
め
ま
し
た
。

　

班
ご
と
の
行
動
な
の
で
、

団
員
同
士
の
交
流
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
分
団
本
部

相
互
の
協
力
関
係
を
深
め
山

間
部
の
活
動
指
揮
の
イ
メ
ー

ジ
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
使

用
機
会
が
少
な
い
ジ
ェ
ッ
ト

樫
田
分
団
　
出
灰
班
　
班
長
　

伏
見
　
能
成

方
面
隊
訓
練
に
参
加
し
て

　

毎
年
２
月
25
日
・
26
日
に

行
わ
れ
て
い
る
天
神
祭
り
に

高
槻
分
団
と
芥
川
分
団
は
警

備
で
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
天
神
祭
り
事
前
会
議

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
勢
の
人
の
労
力

で
天
神
祭
り
が
行
わ
れ
て
お

り
、
消
防
団
も
天
神
祭
り
の

円
滑
な
運
営
に
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

芥
川
分
団
は
25
日
の
担
当

で
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
雨

模
様
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

午
後
に
は
雨
も
ほ
ぼ
上
が
り

非
常
に
た
く
さ
ん
の
人
出
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
子
供
の
頃
、
天
神
祭

り
は
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
で

露
店
を
う
ろ
う
ろ
し
た
事
を

思
い
出
し
ま
す
。
親
と
な
り

消
防
団
員
と
な
り
色
々
な
形

で
天
神
祭
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
無
事
に
終
わ
り
、

こ
れ
か
ら
も
何
事
も
な
く
終

わ
れ
る
よ
う
、
消
防
団
を
通

じ
て
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
ま
す
。

芥
川
分
団
　
部
長
　
　
　
　

安
井
　
勝
彦

天
神
祭
り
警
備

　　

初
夏
の
候
、
高
槻
市
消
防

団
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

元
日
に
発
生
し
た
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
地

域
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
私
こ
と
、
令
和
６
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
高
槻

市
消
防
団
を
退
団
致
し
ま
し

た
。
在
任
中
は
関
係
各
位
に

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
お

陰
さ
ま
で
重
責
を
果
た
す
事

が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
49
年
に
入
団
以
来
、

約
50
年
間
先
輩
諸
氏
の
指
導

の
下
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
と
て
も
意
義
の
あ
る
期

間
で
し
た
。

　

平
成
30
年
４
月
に
団
長
に

就
任
し
て
か
ら
は
、
令
和
元

年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
蔓
延
し
、
消
防
団
活
動
に

も
制
限
が
か
か
る
中
、
消
防

団
幹
部
の
皆
様
そ
し
て
消
防

団
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
指
導
の
下
、
役
割
を
果

た
せ
ま
し
た
事
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
の
使
命
は
市
民
の
生

命
・
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
近
年
の
災
害
は
多
様

化
し
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に

対
し
て
も
市
民
を
守
る
大
事

な
役
割
を
負
託
さ
れ
て
い
る

団
員
の
皆
様
に
は
ご
苦
労
を

お
か
け
致
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
高

槻
市
消
防
団
の
益
々
の
発
展

と
団
員
の
皆
様
方
の
ご
活
躍

・
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
退
団
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
長
い
間
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

団
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

　

令
和
６
年
２
月
３
日（
土
）

に
消
防
本
部
で
各
分
団
３
名

の
参
加
に
よ
り
実
施
さ
れ
た

災
害
図
上
訓
練
は
大
変
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
一
種
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
様

な
も
の
で
、
消
防
本
部
作
成

の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
、
大

規
模
災
害
時
に
消
防
本
部
か

ら
分
団
本
部
に
入
る
火
災
発

生
等
の
連
絡
に
対
し
、
各
班

の
参
集
状
況
・
出
動
状
況
を

把
握
し
、
各
班
に
指
令
を
出

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

無
線
機
で
そ
れ
ら
の
連
絡

を
受
け
、
テ
ー
ブ
ル
上
の
巨

大
な
阿
武
野
地
区
の
地
図
に

火
災
発
生
現
場
等
を
マ
ー
キ

ン
グ
す
る
と
共
に
、
状
況
を

記
録
し
な
が
ら
指
令
を
出
し

て
行
く
作
業
を
手
分
け
し
て

行
い
ま
し
た
。
と
て
も
緊
張

感
が
あ
り
、
地
図
を
見
な
が

ら
の
作
業
は
実
際
に
大
規
模

災
害
を
体
験
し
た
よ
う
な
感

覚
が
残
り
ま
し
た
。

　

分
団
本
部
の
役
割
が
理
解

出
来
る
と
共
に
、
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
は
瞬
時
に
的

確
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
訓

練
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
致
し
ま
す
。

阿
武
野
分
団
　
元
副
分
団
長
　

𠮷
田
　
博
道

消
防
団
災
害
図
上
訓
練
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
２
月
18
日（
日
）、

鵜
殿
ヨ
シ
原
保
存
会
と
上
牧

実
行
組
合
に
よ
っ
て
「
鵜
殿

の
ヨ
シ
原
焼
き
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ヨ
シ
原
焼
き
は
ヨ
シ
の
新

芽
成
長
促
進
の
た
め
、
害
虫

駆
除
と
不
慮
の
火
災
防
止
等

を
目
的
と
し
て
毎
年
２
月
下

旬
に
行
わ
れ
ま
す
。
３
日
前

に
雨
が
降
り
天
候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
も
予
定

通
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

五
領
分
団
は
点
火
時
の
安

全
確
保
と
残
火
処
理
、
警
備

を
担
当
し
、
道
鵜
班
は
下
流

側
、
前
島
道
鵜
区
域
に
お
い

て
ヨ
シ
原
保
存
会
が
行
う
点

火
に
同
行
、
点
火
の
安
全
確

保
と
残
火
処
理
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

９
時
に
点
火
が
始
ま
る
と
、

２
月
と
し
て
は
珍
し
く
暖
か

な
日
が
続
い
た
た
め
ヨ
シ
が

良
く
乾
き
、
燃
え
過
ぎ
防
止

の
た
め
厳
重
に
倒
し
た
ヨ
シ

を
も
の
と
も
せ
ず
、
風
に
煽

ら
れ
短
時
間
に
綺
麗
に
燃
え

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
11
時

過
ぎ
に
は
消
火
用
の
水
の
う

を
使
っ
て
残
火
処
理
を
行
い

ま
し
た
が
、
倒
し
た
ヨ
シ
と

草
で
所
々
小
山
に
な
っ
て
い

た
部
分
が
火
種
と
し
て
残
り
、

そ
の
残
火
処
理
に
例
年
よ
り

時
間
を
使
い
ま
し
た
。

　

火
種
と
し
て
残
る
小
山
の

対
策
は
反
省
点
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
も
無
事
に
終
了

す
る
事
が
出
来
、
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

五
領
分
団
　
道
鵜
班
　
班
長
　

　
田
中
　
　
薫

淀
川
河
川
敷
　
鵜
殿
の
ヨ
シ
原
焼
き

高
槻
市
消
防
団
　

　

　
団
長
　
小
松
　
良
一

前
　
高
槻
市
消
防
団
　
　
　
　

　
団
長
　
前
野
　
　
茂

主
力
機
械
特
別
点

検
結
果
に
つ
い
て

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
真
空

不
良
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
運
用
時
に

河
川
か
ら
の
吸
水
が
多
い
と

思
わ
れ
異
物
の
吸
込
み
に
注

意
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

無
線
機
等
の
不
良
が
２
件

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
日
頃
か
ら
性
能
の
確
認

と
交
信
操
作
の
熟
達
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

防
災
資
機
材
関
係
は
全
て

良
好
で
し
た
。

団
本
部
　
副
団
長
　
　
　
　

　
　
　
　
川
上
　
敏
弘

シ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
訓
練
は

貴
重
で
、
水
漏
れ
な
ど
の
点

検
が
で
き
装
備
に
対
す
る
安

心
感
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

山
間
部
で
の
活
動
が
多
い
樫

田
分
団
で
も
、
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
は
20
年

以
上
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
初

め
て
体
感
し
た
団
員
も
多
い

で
し
ょ
う
か
ら
、
大
変
意
義

の
大
き
な
訓
練
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

※
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
と

は
残
火
処
理
や
林
野
火
災
な

ど
で
活
躍
す
る
背
負
式
消
火

水
の
う
の
で
、
約
18
ℓ
の
水

を
入
れ
る
事
が
可
能
で
す
。

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
写
真
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・
藍
綬
褒
章

　

日
下
部
道
雄
（
磐
手
分
団
本
部
）

・
永
年
勤
続
功
労
章

　

川
上　

敏
弘
（
団　

本　

部
）

　

久
保
田
育
仁
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

・
消
防
勤
続
功
労
章

　

宮
西　

康
成
（
高
槻
分
団
本
部
）

　

安
宅　
　

賢
（
高
槻
分
団
本
部
）

　

安
井　

勝
彦
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

輕
墓　

祥
行
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

今
道　

浩
史
（
清
水
分
団
本
部
）

　

原
水　
　

誠
（
富
田
分
団
本
部
）

・
消
防
功
労
章

　

江
藤
由
紀
子
（
団

本

部
）

　

坂
上　

孝
一
（
高
槻
分
団
）

　

臼
井　

秀
典
（
芥
川
分
団
）

　

井
上　

重
和
（
古
曽
部
班
）

　

日
下
部　

暁
（
成

合

班
）

　

長
束　

重
志
（
大

塚

班
）

　

大
塩　
　

勉
（
三
島
江
班
）

　

笹
井　

仁
志
（
富
田
分
団
）

　

木
村　

憲
司
（
田

能

班
）

　

伏
見　

能
成
（
出

灰

班
）

　

田
中　
　

竜
（
出

灰

班
）

・
功
績
章

　

寺
本　

幸
司
（
団

本

部
）

・
精
績
章

　

田
中　

義
仁
（
団

本

部
）

・
勤
続
章

　

田
中　

義
仁
（
団

本

部
）

　

渡
邊　

美
広
（
樫
田
分
団
本
部
）

・
永
年
勤
続
章

　

安
宅　
　

賢
（
高
槻
分
団
本
部
）

　

丸
野　

史
博
（
高
槻
分
団
）

　

伊
藤　

昭
久
（
五
領
分
団
本
部
）

　

平
城　

晃
一
（
道

鵜

班
）

　

田
中　

雄
一
（
山

手

班
）

　

岸
田　

昌
範
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

長
尾　

伸
弘
（
奈
佐
原
班
）

　

田
中　

才
実
（
奈
佐
原
班
）

　

中
村　

秀
樹
（
岡

本

班
）

　

山
本　

節
也
（
浦

堂

班
）

　

前
田　

浩
治
（
大
冠
分
団
本
部
）

　

橋
長　

秀
典
（
東
天
川
班
）

　

入
江　

弘
幸
（
東
五
百
住
班
）

　

𠮷
田　

隆
行
（
東
五
百
住
班
）

　

二
神　

義
治
（
三
箇
牧
分
団
本
部
）

団
本
部

　

団　

長　
　

小
松　

良
一

　

副
団
長　
　

伊
藤　

昭
久

芥
川
分
団

　

分
団
長　
　

高
野　

真
幸

　

副
分
団
長　

塩
見　

友
明

五
領
分
団

　

分
団
長　
　

正
野　

義
弘

　

副
分
団
長　

森
本　

昌
宏

　

部　

長　
　

圓
實　
　

純

　

班　

長　
　

黒
田　

義
幸

磐
手
分
団

　

分
団
長　
　

加
賀
山　

元

　

部　

長　
　

田
中　

雄
一

　

班　

長　
　

河
野　

幸
記

阿
武
野
分
団

　

副
分
団
長　

岸
田　

昌
範

　

こ
の
度
、
磐
手
分
団
別
所

班
に
お
き
ま
し
て
、
消
防
ポ

ン
プ
積
載
車
・
小
型
動
力
ポ

ン
プ
の
２
点
を
更
新
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
は
、

初
年
度
登
録
年
が
63
年
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
も
同
時
期
に

導
入
致
し
ま
し
た
。
35
年
以

上
も
活
動
し
た
機
器
で
あ
り
、

老
朽
化
と
修
理
部
品
の
確
保

が
難
し
い
と
の
事
で
更
新
を

実
施
し
た
次
第
で
す
。
新
車

両
は
軽
自
動
車
タ
イ
プ
の
為
、

小
回
り
が
利
く
よ
う
に
な
り

□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□

令
和
６
年
春
の
褒
章

消
防
庁
長
官
表
彰

大
阪
府
知
事
表
彰

消
防
団
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

大
阪
府
消
防
協
会
長
表
彰

昇　
　

任　
　

者

入　
　

団　
　

者

機
能
別
入
団
者

退　
　

団　
　

者

表
　
彰

人
事
異
動

磐
手
分
団
　
別
所
班
　
班
長
　

　
　
　
　
大
黒
　
幸
喜

　

大
塩　
　

勉
（
三
島
江
班
）

　

岡
島　
　

宏
（
富
田
分
団
本
部
）

　

原
水　
　

誠
（
富
田
分
団
本
部
）

・
勤
続
章

　

小
林　

和
子
（
団

本

部
）

　
　

山　

佑
一
（
高
槻
分
団
）

　

正
野　

義
弘
（
五
領
分
団
本
部
）

　

大
黒　

幸
喜
（
別

所

班
）

　

日
下
部　

暁
（
成

合

班
）

　

清
水　

雄
司
（
奈
佐
原
班
）

　

松
本　

隆
幸
（
氷

室

班
）

　
　

村　

健
一
（
西
之
川
原
班
）

　

山
中　

英
樹
（
西
之
川
原
班
）

　

三
宅　

正
樹
（
原　
　
　
　

班
）

　

𠮷
川　
　

晃
（
冠　
　
　
　

班
）

　

畑
中　

義
之
（
辻

子

班
）

　

西
口　

雅
也
（
芝

生

班
）

　

今
井　

壽
司
（
大

畑

班
）

　

中
道　

勝
成
（
西

面

班
）

　

永
田　

幸
貴
（
富
田
分
団
）

　

大
村　

幸
男
（
田

能

班
）

・
勤
功
章

　

中
田　

茂
晴
（
高
槻
分
団
）

　

二
岡　

辰
也
（
芥
川
分
団
）

　

河
野　

哲
也
（
萩
之
庄
班
）

　

小
野　

達
史
（
安

満

班
）

　

取
違　
　

誠
（
山

手

班
）

　

岩　
　

克
樹
（
成

合

班
）

　

久
保
賀
津
也
（
赤
大
路
班
）

　

樋
口　

貢
大
（
霊
仙
寺
班
）

　

𠮷
田　

博
明
（
土

室

班
）

　

向
井　

幸
弘
（
西
之
川
原
班
）

　

松
田　

敦
樹
（
西
之
川
原
班
）

　

三
宅　

正
樹
（
原　
　
　
　

班
）

　

泉　
　

浩
之
（
塚

脇

班
）

　

宮
本　

正
巳
（
野

田

班
）

　

大
村　
　

一
（
大

塚

班
）

　

中
村　

暢
彦
（
津
之
江
班
）

　

濵　
　

直
輝
（
柱

本

班
）

　

安
井　

智
一
（
柱

本

班
）

　

八
木　

隆
志
（
富
田
分
団
）

・
精
勤
章

　

荻
野　

明
子
（
団

本

部
）

　

田
中　

貴
弘
（
芥
川
分
団
）

　

川
上　

伸
一
（
梶

原

班
）

　

𠮷
田　

篤
史
（
安

満

班
）

　

仲
西　
　

正
（
古
曽
部
班
）

　

根
本　

泰
志
（
川
久
保
班
）

　

岸
田　

勝
彦
（
塚

原

班
）

　

寺
川　

考
之
（
土

室

班
）

　

大
川　

信
康
（
岡

本

班
）

　

早
栗　

丈
央
（
清
水
分
団
本
部
）

　

川
上　

順
平
（
宮
之
川
原
班
）

　

奥
村
恭
二
郎
（
大
蔵
司
班
）

　

川
畑　

慶
彦
（
下
田
部
班
）

　

田
中　

広
樹
（
東
天
川
班
）

　

中
嶋　

和
哉
（
大
塚
町
班
）

　

中
脇　

卓
也
（
芝

生

班
）

　

濵
田　

義
宏
（
西

面

班
）

　

濵　
　

正
之
（
柱

本

班
）

　

島
田　

真
哉
（
富
田
分
団
）

　

久
保　

威
仁
（
二

料

班
）

　
・
精
績
章
１
号
表
彰

　

早
栗　

丈
央
（
清
水
分
団
本
部
）

・
精
績
章
２
号
表
彰

　

橋
本　

和
幸
（
高
槻
分
団
）

　

圓
實　
　

純
（
五
領
分
団
本
部
）

　

井
上　

重
和
（
古
曽
部
班
）

　

日
下
部　

暁
（
成

合

班
）

　

髙
谷　

貞
勝
（
氷

室

班
）

　

髙
岡　

一
平
（
宮

田

班
）

　

寺
川　

考
之
（
土

室

班
）

　

向
井　

幸
弘
（
西
之
川
原
班
）

　

河
村　

雅
生
（
大

塚

班
）

　

宮
本　

隆
史
（
須

賀

班
）

　

好
田　

裕
彦
（
西
五
百
住
班
）

　

才
本　

真
也
（
唐

崎

班
）

　

石
原　

慎
隆
（
富
田
分
団
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
五
日

　

如
是
分
団　

芝
生
班

　

団　

員

　

故　

仲
谷　

浩
一　

様

　
　
　
　
　

享
年
六
十
一
歳

令
和
六
年
四
月
二
十
八
日

　
　

富
田
分
団　

分
団
本
部

　

副
分
団
長

　

故　

岡
島　
　

宏　

様

　
　
　
　
　

享
年
四
十
七
歳

地
域
内
の
狭
い
道
で
も
対
応

で
き
る
こ
と
、
ま
た
ポ
ン
プ

も
低
騒
音
タ
イ
プ
の
為
、
放

水
時
の
指
示
伝
達
も
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
新
装
備
を
用
い

て
今
ま
で
以
上
に
、
地
域
の

方
々
の
生
命
・
財
産
を
守
れ

る
よ
う
日
々
の
訓
練
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
度
の
更
新
に

あ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
別
所
自
治
会
・

水
利
組
合
を
は
じ
め
、
消
防

本
部
関
係

各
位
の
皆

様
の
お
力

添
え
に
心

か
ら
感
謝

申
し
上
げ

ま
す
。

　

部　

長　
　

宮
本　

卓
磨

　

班　

長　
　

宮
路
耕
太
郎

　

班　

長　
　

岸
田　

一
郎

　

班　

長　
　

田
野　

雄
大

大
冠
分
団

　

班　

長　
　

九
鬼　
　

博

　

班　

長　
　

吉
川　

貴
与

　

班　

長　
　

加
門　

大
輝

　

班　

長　
　

森
田　

尚
紀

三
箇
牧
分
団

　

分
団
長　
　

川
中　

健
史

　

副
分
団
長　
　

村　
　

誠

　

副
分
団
長　

中
内　

卓
次

　

部　

長　
　

田
淵　

晴
喜

　

部　

長　
　

西
口　

貴
司

　

班　

長　
　

中
井　

善
宣

樫
田
分
団

　

班　

長　
　

田
中　

尚
之

　
　

令
和
６
年
４
月
１
日
付

　
阿
武
野
分
団

　

土
室
班　
　

吉
田　

壽
男

清
水
分
団

　
宮
之
川
原
班　

稲
田　

哲
士

　

真
上
班　
　

村
田　

正
男

　

萩
谷
班　
　

矢
延　
　

陸

大
冠
分
団

　

大
塚
班　
　

𠮷
田　

峻
祐

　

辻
子
班　
　

田
村　

隆
一

三
箇
牧
分
団

　

唐
崎
班　
　

池
田　

弘
樹

富
田
分
団

　
　
　
　
　
　

旭　
　

輝
彦

樫
田
分
団

　

田
能
班　
　

亀
山　

真
吾

　

中
畑
班　
　

中
賀　

洋
一

　
　

令
和
６
年
４
月
１
日
付

　

こ
の
度
、
富
田
分
団
に
お

き
ま
し
て
、
消
防
ポ
ン
プ
積

載
車
及
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ

を
更
新
致
し
ま
し
た
。

　

大
切
に
30
年
間
運
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
交
換
の
必
要

な
部
品
は
製
造
停
止
し
て
お

り
、
更
新
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

近
年
、
車
の
入
荷
に
時
間

が
か
か
る
中
、
補
助
金
は
年

度
事
業
で
あ
る
為
、
迅
速
に

動
き
、
令
和
５
年
４
月
17
日

に
正
式
に
注
文
し
ま
し
た
。

車
の
入
荷
に
10
カ
月
か
か
り
、

加
装
業
者
は
短
い
工
期
の
中
、

令
和
６
年
３
月
28
日
に
完
成

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

富
田
分
団
　
分
団
長
　
　

　
　
　
　
西
村
　
裕
幸

　

完
成
し

た
車
両
を
見
た
時
、
苦
労
し

た
結
果
が
形
に
な
り
嬉
し
く
、

年
度
内
に
出
来
上
が
り
ホ
ッ

と
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
年
度
事
業
の
壁

を
痛
感
し
た
１
年
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
無

事
完
成
し
更
新
事
業
を
終
了

し
た
今
改
め
て
、
更
新
を
後

押
し
い
た
だ
い
た
財
産
区
関

係
者
様
、
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

だ
い
た
消
防
本
部
の
方
々
、

車
両
を
無
事
完
成
さ
せ
た
加

装
業
者
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
及
び
ポ
ン
プ
積
載

車
を
活
用
し
、
消
防
活
動
の

技
術
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
度
、
ホ
ー
ス
乾
燥
台

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

乾
燥
台
は
、
通
学
路
や
公
園

に
隣
接
し
て
建
っ
て
お
り
、

転
倒
す
れ
ば
大
き
な
被
害
と

な
る
た
め
、
地
元
自
治
会
と

相
談
し
決
定
し
ま
し
た
。

改
修
工
事
は
、
基
礎
部
分
に

大
冠
分
団
　
下
田
部
班
　
班
長
　

　
　
　
　
川
端
　
孝
一
郎

再
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し

込
み
強
化
し
、
ポ
ー
ル
部
は
、

さ
び
を
落
と
し
再
塗
装
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
ロ
ー
プ
で
吊

っ
て
い
た
も
の
を
ワ
イ
ヤ
ー

に
交
換
し
ま
し
た
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
分
団

幹
部
の
方
々
に
相
談
し
て
申

請
を
行
い
、
ま
た
申
請
手
続

き
後
は
、
消
防
本
部
警
防
課

の
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
工
事
を
無
事
完

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
乾
燥
台
を
訓
練
の
み

で
使
用
で
き
る
様
に
、
日
々

火
災
予
防
活
動
を
行
っ
て
い

き
、
火
災
が
減
少
す
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

及
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ

　

ホ
ー
ス
乾
燥
台
改
修

磐
手
分
団

　
　
　
　
　
　

取
違　
　

誠

阿
武
野
分
団

　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

博
道

　
　
　
　
　
　

久
保
田
俊
昭

清
水
分
団

　
　
　
　
　
　

筒
井　

忠
彦

　
　
　
　
　
　

山
本　

勝
己

大
冠
分
団

　
　
　
　
　
　

檀　
　

朋
昭

　
　
　
　
　
　

置
田　

恒
夫

　
　
　
　
　
　

木
村　
　

弥

三
箇
牧
分
団

　
　
　
　
　
　

二
神　

義
治

樫
田
分
団

　
　
　
　
　
　

木
村　

道
明

　
　

令
和
６
年
４
月
１
日
付

　
清
水
分
団

　

真
上
班　
　

𠮷
野　

春
明

　
　

令
和
５
年
９
月
30
日
付

三
箇
牧
分
団
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